
別記第5号様式

・

自 年 月 日 年 月 日

至 年 月 日 年 月 日

氏名 氏名 氏名 氏名

重み⑩ /

Ⅰ．提案力、改善力 ①=60～100 60 ②=①×1.0 60 ⑨=② 60 1 /

Ⅱ．業務執行技術力 ①=20～100 20 ②=①×0.1 2 ③=20～100 20 ④=③×0.5 10 ⑤=20～100 ⑥=⑤×0.4 ⑦=20～100 ⑨=②+④+⑧ 20 1 /

Ⅰ．工程管理能力 ①=20～100 20 ②=①×1.0 20 ⑨=② 20 2 /

Ⅱ．品質管理能力 ①=60～100 60 ②=①×1.0 60 ⑨=② 60 1 /

Ⅲ．迅速性、弾力性、調整能力 ①=60～100 60 ②=①×1.0 60 ⑨=② 60 1 /

3. ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 Ⅰ．説明力、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ力、協調性 ①=28～100 28 ②=①×1.0 28 ⑨=② 28 1 /

4.取組姿勢 Ⅰ．責任感、積極性、倫理観 ①=20～100 20 ②=①×0.1 2 ③=20～100 20 ④=③×0.9 18 ⑨=②+④ 20 1 /

5. ①=20～100 20 ②=①×0.6 12 ⑤=20～100 ⑥=⑤×0.4 ⑦=20～100 ⑨=②+⑧ 20 4 /

担当別点数

⑫= 12 /

⑬=(0～-18)

⑭=(-5～-15) 　

※　１　各項目ごとの評定点は、評価項目別運用表により評定点を記入すること。

　　２　総合評定点は次により算出し、業務完了時に記入すること。

　　　ａ．部分検査等がなかった場合：総合評定点＝業務担当員評定点②＋業務担当員の上司評定点④＋検査員（完了検査）⑧

　　　ｂ．部分検査等があった場合　：総合評定点＝業務担当員評定点②＋業務担当員の上司評定点④＋検査員（部分検査等）⑥×0.5＋検査員（完了検査）⑧×0.5＝細目別評定点

　　　　　（中間が2回以上の場合は⑥を平均する。）

　　３　総合評定点は、四捨五入により小数第１位とすること。

　　４　「所見」欄は、必要に応じ、評定者ごとに記入すること。

評定点⑨

20

60

加重平均点の算出

60

⑧=⑦×0.4

満点⑪=⑨×⑩

所　　　 見

［業務担当員］ ［業務担当員の上司］ ［検査員］(部分検査等)

委　　託　　業　　務　　成　　績　　採　　点　　表

契 約 番 号

評　価　項　目

完了年月日

完了検査年月日

業 務 名
委託期間

業務担当員 業務担当員の上司 検　査　員　（部分検査等）

契約金額
（最終）

円

検　査　員　（完了検査）

専門技術力

業務担当員の
合計評定点①

調整後の
評定点②

業務担当員の上司
の合計評定点③

調整後の
評定点⑧

受 託 者

20

2.

成果品の品質 20

調整後の
評定点④

1.

・事故による減点

評定基準

管理技術力

100

100

100

総　合　評　定　点　の　算　定

∑⑪

［検査員］

点

(該当する場合のみ入力する)　⑭事故等による減点（業務遂行段階を対象とする。）

（地質調査、測量）

40

10060

検査員の
評定点⑤

検査員の
評定点⑦

100

100

200

20

　⑫=⑨の評定点の加重平均点（＝∑⑪/12）

⑧=⑦×0.4

　⑬業務執行に係る過失に伴う減点

調整後の
評定点⑥

8

8

　⑮総合評定点＝⑫＋⑬＋⑭

業　務　評　定

28

80 400

1200

文書注意

指名停止1ヶ月以内

指名停止1ヶ月超

得点

-5点

-10点

-15点

・契約不適合の修補等による減点

評定基準 得点

契約不適合の修補
の実施

損害賠償の実施

-5点

-10点


